




　
は
革
聖
人
の
御
堂
、
縮
め
て
革
堂
と
呼
び
ま
し
た
。

　
　
今
も
京
都
で
名
高
い
一
条
革
堂
は
、
即
ち
小
鹿
山
行
願
寺
で

　
花
山
法
皇
様
は
、
西
国
巡
礼
節
十
九
番
の
霊
場
と
定
め
給
い
ま

　
し
た
。
此
の
物
語
は
、
そ
っ
く
り
そ
の
侭
日
本
略
記
、
元
事
釈

　
書
、
革
堂
縁
起
な
ど
に
載
り
朝
見
の
古
老
に
も
語
り
伝
え
ら
れ

　
て
い
ま
す
。
」

　
ま
た
、
『
大
別
府
史
蹟
名
勝
』
（
昭
和
十
一
年
）
に
は
、

「
　
京
都
一
条
に
革
上
人
の
革
堂
と
て
名
高
き
小
鹿
山
行
願
寺
と

　
い
う
古
刹
あ
り
一
条
天
皇
の
勅
願
所
に
し
て
西
国
三
十
三
ケ
所

　
観
音
の
霊
場
な
り
一
条
天
皇
の
寛
弘
元
年
十
二
月
十
一
日
革
上

　
人
行
間
の
創
設
に
係
る
。
（
中
略
）

　
　
此
の
深
刻
な
る
動
物
母
性
愛
を
眼
の
当
た
り
に
見
て
狩
猟
士

　
は
劇
し
く
感
激
し
、
南
無
頓
生
の
大
菩
提
心
を
発
し
、
弓
や
刀

　
を
か
な
ぐ
り
捨
て
、
其
の
鹿
の
皮
を
剥
ぎ
、
裏
に
千
冗
陀
羅
尼

　
を
書
き
之
を
羽
織
り
て
仏
門
に
入
れ
り
。

　
　
爾
来
行
間
は
一
日
と
し
て
兜
巾
革
衣
を
脱
が
ず
、
千
冗
陀
羅

　
厄
を
誦
し
つ
ゝ
諸
国
を
遍
歴
す
。
寛
弘
元
年
遂
に
京
都
に
至
。

都
の
人
々
行
間
を
革
上
人
と
呼
び
其
の
講
演
を
群
り
き
く
。
徳

　
望
天
聴
に
達
し
、
一
宇
の
道
場
を
賜
る
。
上
人
は
故
郷
発
心
の

　
地
に
因
み
小
鹿
山
行
願
寺
と
読
け
・
：
」

と
あ
り
ま
す
。

　
和
讃
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
す
が
、
地
元
で
も
同
じ
よ
う
に
語
り

継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
小
鹿
山
の
故
に
あ
る
志
高
湖
は
、
こ
の
付
近
に
棲
む
鹿
や
猪
の

水
呑
み
場
で
、
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
水
鳥
が
群
れ
て
羽
を
休
め
て

い
ま
し
た
。
昔
の
人
々
は
こ
の
付
近
を
狩
り
場
と
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
こ
の
湖
の
岸
か
ら
と
き
ど
き
石
鏃
が
発
見
さ
れ
ま
す
。

　
今
て
は
春
に
菖
蒲
が
綺
麗
に
咲
き
乱
れ
る
神
楽
女
湖
な
ど
志
高

湖
一
帯
は
、
奥
別
府
観
光
地
と
し
て
年
中
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
行
間
が
小
鹿
山
の
麓
で
発
心
し
た
の
が
行
願
寺
開
山
の
六
年
前

だ
と
す
れ
ば
、
今
か
ら
ほ
ぼ
千
年
前
に
あ
た
り
ま
す
。

　
昨
平
成
一
〇
年
六
月
、
由
布
院
町
で
建
設
業
を
営
む
野
仲
真
一

氏
（
五
四
才
）
の
夢
枕
に
修
行
憎
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
不
思
議
に

野
中
氏
は
仏
像
彫
刻
の
念
に
駆
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
丁
度
建
築
中

に
残
し
て
お
い
た
六
寸
角
長
さ
二
尺
三
寸
の
樫
材
が
、
程
な
く
修

行
憎
の
姿
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
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野
仲
氏
は
こ
の
木
像
を
「
四
国
霊
場
満
足
行
日
記
」
の
著
者
で

信
心
深
い
叔
母
の
伊
藤
マ
サ
ノ
女
史
に
預
け
た
そ
う
で
す
。
女
史

は
行
間
の
物
語
を
知
ら
な
い
野
仲
氏
よ
り
、
小
鹿
山
に
近
い
東
山

に
住
む
自
分
の
も
と
に
木
像
が
も
た
ら
さ
れ
た
奇
縁
を
感
じ
、
こ

こ
が
修
行
塑
像
の
安
住
の
地
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
入
魂
も
せ
ず

に
安
置
す
る
に
忍
び
ず
、
遠
縁
に
あ
た
る
私
が
寄
進
を
う
け
て
供

養
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　
修
行
塑
の
木
像
（
行
間
上
人
木
像
）
は
、
平
成
十
一
年
正
月
六

日
に
護
生
院
で
人
魂
し
、
以
後
当
院
で
お
祭
り
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
奇
な
る
か
な
、
千
年
を
経
た
今
年
、
行
間
上
人
が
故
郷
に
現
わ

行圓上人木像

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
行
願
寺
が
誕
生
院
と
同
じ
天
台
宗
と

い
う
縁
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
先
日
京
都
行
願
寺
に
参

詣
し
て
大
僧
正
中
島
湛
海
師
に
委
細
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
行
願
寺
和
讃
は
節
分
会
に
誕
生
院
に
伝
わ
る
玄
清
法
流
の
盲
僧

琵
琶
に
よ
っ
て
、
私
が
弾
奏
し
て
参
詣
す
る
信
者
に
披
露
し
ま
し

た
。

　
行
願
寺
で
湛
海
師
に
お
会
い
し
た
と
き
に
、
来
年
の
五
月
に
行

願
寺
の
千
年
祭
を
行
な
う
と
の
こ
と
で
、
師
自
ら
小
鹿
山
と
行
円

上
人
の
出
生
地
を
お
尋
ね
し
た
い
の
で
、
小
鹿
山
の
上
を
採
取
し

て
お
い
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
年
の
七
月
二
十
四
日
湛

海
師
一
行
が
お
尋
ね
に
な
り
、
小
鹿
山
を
親
し
く
ご
覧
に
な
り
由

布
院
ま
で
お
供
し
ま
し
た
。

　
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
夏
の
台
風
で
鴨
川
が
大
氾
濫
し
た
時
の

記
録
に
「
賀
茂
上
下
社
、
石
清
水
御
殿
、
祇
園
天
神
堂
、
一
条
北

辺
堂
東
西
山
寺
皆
転
倒
し
…
」
と
あ
り
ま
す
。
革
堂
一
条
北
辺
堂

は
著
名
な
神
社
と
並
ぶ
ほ
ど
の
存
在
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た

の
で
す
。
こ
の
革
堂
行
願
寺
の
縁
起
と
な
る
行
円
上
人
が
発
心
し

た
小
鹿
山
の
伝
説
は
、
是
非
こ
ど
も
た
ち
に
語
り
つ
い
で
行
き
た

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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